
特 集 第47回つべつ夏まつり

平成28年度振興公社決算報告

今月の表紙 津別小学校大運動会 ～100メートル走のスタートダッシュ～

まちの話題 第12回 クリンソウまつり開催 様々なイベントが行われました

温故知新

農機具作り50年

活汲 寳里敏明 さん



主 催 津別観光協会／つべつ夏まつり実行委員会

問い合わせ先

津別観光協会 緯７７－３７７１（さんさん館）

〇つべつ観光物産まつり 16：00～21：00

〇つべつ夏まつり開会式 19：00～19：10

〇第３4回つべつ千人踊り 19：10～19：40

〇もちまき大会 20：10～20：20

〇花火大会 20：30～21：00

※花火大会は、悪天候の場合２日（20：00～）に順延

７月ˍ日（ാ）ஜ࿡祭
1ķ：00～ĳ1：00

〇HBCラジオ公開録音 12：00～13：30

八神純子 ライブ

カミナリ 爆笑ライブ

児玉梨奈 ライブ

〇つべつ観光物産まつり 9：30～15：30

〇第13回つべつ川のぼり大会 11：00～12：00

※10：00受付開始（定員になり次第締切り）

〇特産ビーフまつり 10：30～14：00

〇管内カラオケ選手権大会 13：40～15：20

〇ご当地キャラたちも遊びに来るよ！

まる太くんと一緒に近隣市町村のご当地キャラたち

が大集合

◇この他にもたくさんの行事を予定しています。

八神純八神純子子

児
玉
梨

児
玉
梨
奈奈

カミナカミナリリ

《会 場》 津別河岸公園 ７月２日（日）本 祭
9：30～15：30

ै ຦ ༡ ਬ

主催 愛林のまち 津別町

審査員 審査委員長 佐藤多一津別町長 他審査委員数名

応募受付期限（申込書の提出）

平成29年９月27日（水）必着

応募資格 どなたでも応募できます。

応募部門 ○大人の部

○子どもの部（中学生以下)

ジュニアの部…小学４年生以下

シニアの部…小学５年生以上

応募規定（作品規定）

臼作品の素材が木(根・葉・実を含む)であること。も

し くは、木が重要な機能を果たしているもの。

渦作品の縦・横・高さの合計が180唖以内であること。

嘘未発表の作品であること。

唄応募点数は１人５点まで。

応募方法 所定の出品申込書に必要事項を記入し、持参

または郵送してください（FAX・メールも可）。

※記入いただいた個人情報の取り扱いに関しては応募要

項をご覧のうえご確認下さい。

出品料 無料（搬入・搬出に要する経費は出品者の負担）

作品の搬入・搬出場所

場 所 つべつ木材工芸館 緯0152－76－3335

〒092－0225 網走郡津別町字共和127-2

日 時 搬入日時/９月28日（木）～10月４日（水）

午前10時～午後４時（１０月３日を除く）

搬出日時/10月18日（水）～10月30日（月）

午前10時～午後４時（10月24日を除く）

審査会・審査発表 10月６日（金）※入賞者に直接連絡

展示会 場所／つべつ木材工芸館

期間／10月７日（土）～10月16日（月）

応募・問い合わせ先 津別町役場 産業振興課

林政・再生可能エネルギー推進グループ

（〒092－0292 網走郡津別町字幸町41）

緯0152－76－2151（内線318)

FAX0152－76－2976

Ｅ-mail：sangyo1@town.tsubetsu.hokkaido.jp

※出品申込書は津別町のホームページからもプリント

アウトできます。

http://town.tsubetsu.hokkaido.jp/

ɡ大人の部 最優秀賞（１点） 賞金10万円 ɡ子どもジュニアの部 最優秀賞（１点）図書カード１万円

優秀賞（２点） 賞金２万円 優秀賞（２点） 図書カード５千円

《審査員特別賞》 大人の部（２点） 賞金１万円 ɡ子どもシニアの部 最優秀賞（１点）図書カード１万円

子どもジュニア、シニア共通（４点）図書カード３千円 優秀賞（２点） 図書カード５千円

※大人の部最優秀作品については、賞金をもって買い ※子どもジュニア、シニアの部の最優秀作品は、1年間展示後、

取りとさせていただきますのでご了承願います。 返却いたします。

◎副賞として入賞者全員に、津別の特産品を贈ります。

私たちは森の恵みや大切さを理解していても、生活

の中ではつい忘れがちです。日常の暮らしの中で、使

いながら木や森の良さを身近に感じられるようなもの

があれば、もっと自然と仲良くなれるように思います。

生活の中にある用品が『使って楽しい、飾って楽し

い』をキーワードにした木工クラフトとして生まれて

くるよう、クラフト展を実施します。

みなさんからの応募をお待ちしています。

葛津別ウッドクラフト展２０１6
テーマ～思わず触れたく、使いたくなる「木」の用品～
大人の部最優秀作品「くだもの皿」

ありがとう！ ～贈って、贈られてうれしい「木」の用品～

第第第13回つべつ川のぼり大13回つべつ川のぼり大会会
大人の部優大人の部優勝勝
現金１万円＋ランプの宿 森つべつ「ペア宿泊券現金１万円＋ランプの宿 森つべつ「ペア宿泊券」」
小学生・中学生の部もあ小学生・中学生の部もありり

ご当地キャラ大集合!!
ま
る
太
く
ん

ぎゅうたろう

ノ
ン
キ
ー
く
ん

そ
ら
っ
き
ー

ご͙は「ご͙回ਓ΋ーナー」͒ご঵४ください

２０年間ありがとう２０年間ありがとう！！
本年をもちまして当クラフト展は終了いたしま本年をもちまして当クラフト展は終了いたしますす

フファイナファイナルル



６
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
、

相
生
振
興
公
社
と

津
別
町
振
興
公
社
の
平
成

年
度
決

（株）

（株）

28

算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
公
社
は
、
町
が
出
資
し
て
い
る
も
の
で
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
よ
っ
て
事
業
報
告
と
決
算
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
両
公
社
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成

年
度

振
興
公
社
決
算
報
告

28

津別町振興公社損益計算書 単位：千円

（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）

《
事
業
報
告
》

受
託
事
業
に
つ
い
て
は
、
日
常
清
掃
業
務
８

施
設
、
特
別
清
掃
業
務

施
設
、
施
設
管
理
業

１２

務

施
設
、
公
園
管
理
業
務
６
施
設
、
公
衆
浴

１１
場
管
理
業
務
１
施
設
は
、
当
初
の
計
画
ど
お
り

事
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
の
大
雨
の

影
響
に
よ
り
多
目
的
運
動
公
園
ラ
ク
ビ
ー
場
芝

生
が
損
傷
を
受
け
た
た
め
、
張
替
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
事
業
の
グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
５
月
～
１０

月
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
及
び
夏
休
み

期
間
中
の
営
業
と
し
、
昨
年
度
は
、
９
月
の
大

型
連
休
中
（
シ
ル
バ
ー
ウ
イ
ー
ク
）
に
予
想
以

上
の
入
込
数
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
営

業
日
数

日
で
１
２
９
０
人
（
前
年
度
１
６
８

８４

０
人
）
と
昨
年
度
を
下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し

し
た
。

津
別

世
紀
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
５
月
～

２１

月
ま
で
毎
日
利
用
可
能
と
し
、
日
帰
り
利
用

１０者
５
８
０
人
（
前
年
度
５
８
７
人
）、
宿
泊
利
用

者
１
７
６
７
人
（
前
年
度
１
７
３
２
人
）
と
昨

年
度
を
若
干
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
累
積
赤
字
を
す
べ

て
解
消
し
、
剰
余
金
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
、

安
定
し
た
経
営
状
況
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う
に
あ
た
り

常
勤
職
員
、
パ
ー
ト
職
員
、
臨
時
職
員
、
季
節

職
員
の
職
員
総
数

人
の
人
員
体
制
で
業
務
を

５８

行
い
ま
し
た
。

津

別

町

振

興

公

社

《
事
業
報
告
》

主
要
事
業
で
あ
る
「
相
生
物
産
館
」
の
営

業
に
つ
い
て
は
、

年
目
を
迎
え
、
近
年
は

16

来
場
者
数
、
売
上
と
も
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
回
復
基
調

と
な
り
、
今
年
度
は
、
過
去
最
高
の
来
場
者

数
・
売
上
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
要
因
と
し
ま
し
て
は
、
ク
マ
ヤ
キ
が

テ
レ
ビ
の
全
国
放
送
や
新
聞
、
多
く
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
知
名
度
が
上
が
り
、
来
場
さ
れ
る
お

客
様
が
増
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

決
算
は
、
税
引
き
前
当
期
利
益
1
4
9
8

万
2
千
円
、
法
人
税
充
当
額
4
5
5
万
3
千

円
を
差
し
引
き
、
当
期
利
益
1
0
4
2
万
9

千
円
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
正
規
職
員
2
名
、

役
場
派
遣
臨
時
職
員
1
名
、
パ
ー
ト
職
員
数

名
に
加
え
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
2
名
の

協
力
を
得
な
が
ら
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

相

生

振

興

公

社

収入の部

支出の部

店舗販売事業収入

公共施設管理事業収入

事業外収入

収入合計

店舗販売事業原価

公共施設管理事業原価

一般管理費

支出合計

税引前当期利益

法人税等充当額

当期利益

相生振興公社損益計算書 単位：千円

（平成28年4月1日から平成29年3月31日まで）

問い合わせ先

北海道後期高齢者医療広域連合 緯011－290－5601

役場 保健福祉課 健康医療グループ 後期高齢者医療担当 緯76－2151（内線229）

◆

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
ご
使
用
し
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限
が
平
成

年
７
月

日
を
も
っ
て

29

31

満
了
と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

７
月

日
（
木
曜
日
）
よ
り
、
新
し
い
保
険
証
を
更
新
し
ま
す
の
で
、
保
健
福

13

祉
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
厩
番
窓
口
に
印
鑑
と
旧
保
険
証
を
ご
持
参
い
た
だ
き

更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
新
し
い
保
険
証
は
、
更
新
の
日
か
ら
す
ぐ
に
使
用
で
き
ま
す
。

◎
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成

年
７
月

日
で
す
。

30

31

◎
役
場
ま
で
更
新
手
続
き
に
こ
ら
れ
な
い
方
は
、
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

今
年
の
新
し
い
保
険
証
の
色
は
黄
色
で
す

◆
減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
）
も
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
が
平
成

年
７
月

日
を
も
っ

29

31

て
満
了
と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
保
険
証
と
同
じ
く
１
年
間
で
す
。
引
き
続
き
交
付

対
象
に
該
当
す
る
方
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
減
額
認
定
証
を
保
健
福
祉
課
後
期
高

齢
者
医
療
担
当
厩
番
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

新
た
に
減
額
認
定
証
が
必
要
に
な
る
方
は
、
下
表
の
交
付
要
件
に
該
当
す
る
こ

と
を
ご
確
認
の
上
、
保
健
福
祉
課
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
の
新
し
い
減
額
認
定
証
の
色
は
橙
色
で
す

7
月

日
か
ら
保
険
証
一
斉
更
新

13

世帯全員が住民税非課税で区分英に該当しない方区分衛

世帯全員が住民税非課税であり、次のいずれかに

該当する方

・世帯全員の所得が０円の方

（公的年金収入のみの場合、その受給額が８０万円以下の方）

・老齢福祉年金を受給されている方

区分英

〈減額認定証の交付対象…次の区分英または区分衛に該当する方〉

《保険証の更新日程（土・日・祝日は除きます）》

収入の部

支出の部

清掃管理事業原価 113,072

グレステンスキ－事業原価 1,319

一般管理費 23,973

特別損失 1,000

支出合計 139,364

税引前当期利益 5,111

法人税充当額 1,325

当期利益 3,786

清掃管理事業収入 142,419

グレステンスキ－事業収入 1,887

事業外収入 169

特別利益 0

収入合計 144,475

108,414

3,951

118

112,483

72,720

2,734

22,047

97,501

14,982

4,553

10,429

ࢃ
ܢ
ࣞ
Ⴂ
৪
֓
ၷ
ଷ
ഽ



現
在
津
別
町
は
急
速
に
少
子
高
齢

化
が
進
み
、

歳
以
上
の
人
口
か
ら

65

算
出
す
る
高
齢
化
率
は

％
を
超
え

43

ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
認
知
機
能
の
低
下

か
ら
、
日
常
生
活
で
支
援
を
必
要
と

す
る
方
も
地
域
に
多
く
暮
ら
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
高
齢
者

が
生
活
す
る
世
帯
の
う
ち
、
単
身
・
高

齢
者
夫
婦
世
帯
が
７
割
を
超
え
て
お

り
、
今
後
高
齢
者
が
地
域
で
生
活
し

て
い
く
に
は
、
互
い
の
見
守
り
あ
い

が
必
要
で
す
。

津
別
町
で
は
、
認
知
症
に
よ
る
徘

徊
の
恐
れ
が
あ
る
高
齢
者
等
が
行
方

不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、

地
域
の
支
援

を
得
て
早
期

に
発
見
し
、

認
知
症
高
齢

者
や
そ
の
家

族
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る

地
域
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

※
有
病
率
か
ら
、
現
在
約
1
8
0

人
の
方
が
自
宅
で
暮
ら
し
て
い

る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、

徘
徊
す
る
可
能
性
の
高
い
高
齢
者
の

把
握
や
、
地
域
の
関
係
機
関
（
福
祉
・

医
療
機
関
、
警
察
、
消
防
、
金
融
機
関
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
商
工
会
、
自
治

会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
交
通
機
関
等
）
に

よ
る
緊
急
連
絡
体
制
及
び
支
援
体
制

の
構
築
、
徘
徊
高
齢
者
等
発
生
時
の

捜
索
・
情
報
提
供
に
関
す
る
協
力
依
頼

等
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は

「
事
前
登
録
制
度
」
も
実
施
し
ま
す
。

事
前
登
録
制
度
と
は
、
行
方
不
明
に

な
る
可
能
性
の
あ
る
方
の
名
前
や
特

徴
、
写
真
な
ど
の
情
報
を
、
本
人
、
家

族
の
同
意
を
得
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

務
局
に
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お
き
、

早
期
発
見
に
役
立
て
る
制
度
で
す
。

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
流
れ
に
つ

い
て高

齢
者
の
行
方
が
分
か
ら
な
く

な
っ
た
場
合
、

臼
家
族
等
か
ら
警
察
へ
連
絡

渦
警
察
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡

嘘
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
関

係
機
関
等
へ
協
力
（
情
報
提
供
等
）

を
要
請

唄
発
見
・
保
護
と
な
れ
ば
、
発
見
者
が

警
察
へ
連
絡

欝
警
察
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡

蔚
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
関

係
機
関
へ
連
絡
し
、
捜
索
終
了

と
い
っ
た
流
れ
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
活
用
さ
れ
ま
す
。

○
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム

「
さ
さ
え
ね
っ
と
＠
つ
べ
つ
」

津
別
町
で
は
、
行
方
不
明
者
情
報

を
地
域
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
早

期
発
見
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
「
さ
さ
え
ね
っ

と
＠
つ
べ
つ
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

さ
さ
え
ね
っ
と
＠
つ
べ
つ
は
、
事

前
に
「
津
別
町
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
登
録
さ
れ
た
情
報
を
、
ご
家
族

の
承
諾
を
得
た
内
容
で
、
配
信
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
情
報
の
例
】

・
性
別
、年
齢
、（
承
諾
を
得
ら
れ
た
場

合
は
苗
字
等
）

・
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
場
所
、時
間
、

状
況

・
体
格
、外
観
、服
装
の
特
徴
な
ど

※
登
録
方
法
に
つ
き
ま
し
て
詳
し
く

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
包
括
た

よ
り
「
木
ら
ら
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

捜
索
模
擬
訓
練
は
、「
認
知
症
高
齢

者
等
S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、
平
成

年
度
か
ら
開

24

始
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
（
役
）

の
方
へ
の
声
か
け
の
体
験
と
、「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
し

て
い
た
だ
き
、
認
知
症
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
9
月
頃
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※
捜
索
模
擬
訓
練
を
自
治
会
で

開
催
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
連
絡
先
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

緯

室
2
1
5
8
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認知症の人と家族を地域で支えよう

「
人
権
」
と
聞
く
と
難
し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
と
て
も
大
切
な
も
の
」
だ
と
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、「
堅

苦
し
く
て
難
し
い
」
と
か
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
思
っ

て
い
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
人
権
」
と
は
、「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
で
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
権
利
」
で
あ
り
、
誰
に
と
っ
て
も
身

近
で
大
切
な
も
の
、
違
い
を
認
め
合
う
心
に
よ
っ
て
守
ら
れ

る
も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は「
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
」、

「
み
ん
な
と
仲
良
く
す
る
こ
と
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
町
で
は
「
人
権
啓
発
活
動
地
方
委
託
事
業
※
」

と
し
て
左
記
の
取
り
組
み
を
行
う
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
た
時
に
人
権

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
、
子
ど
も

た
ち
が
取
り
組
む
啓
発
活
動
を
見
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
人

権
問
題
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

※
人
権
啓
発
活
動
地
方
委
託
事
業

国
（
法
務
省
）
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、
地
方
の
人
権
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
一
定
水
準
に
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
す
。
事
業
は
町
が
主
体
と
な
り
、
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

事

業

名

人
権
の
花
運
動

講
演
会

人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

人
権
啓
発
物
品
の
贈
呈

人
権
関
連
図
書
の
設
置

予
定
時
期

６
月

７
月

日
１４

月
１０７

月月
１０

内

容

小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
子
ど
も
た
ち
に
花
植
え
・
管
理
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
、生
命
を
育
て
る
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

2
0
1
3
～
2
0
1
5
ま
で
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
一
軍
ヘ
ッ

ド
コ
ー
チ
を
努
め
た
阿
井
英
二
郎
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
、連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

小
中
高
学
生
を
対
象
に
、
人
権
に
関
す
る
標
語
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
啓
発
物
品
や
看
板
な
ど
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
啓
発
物
品
を
配
布
し
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

を
設
け
ま
す
。

人
権
に
関
連
す
る
図
書
を
購
入
し
、
中
央
公
民
館
図
書
室
に
展
示
コ
ー

ナ
ー
設
置
や
小
中
学
校
へ
の
移
動
図
書
を
通
じ
て
、
人
権
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
機
会
を
設
け
ま
す
。

《6月に行われた『人権の花運動』の様子》

6月8日、津別小学校で行われた花植え

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
1
7
）

76

6月9日、津別中学校で行われた花植え

人KEN
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人KEN
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人
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に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
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～
人
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啓
発
活
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回
目
を
迎
え
る
初
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
『
ク
リ

12
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
』
が
、
６
月

日
・

日
、
上
里
町

17

18

民
の
森
自
然
公
園
（
愛
称
・
ノ
ン
ノ
の
森
）
及
び
ラ

ン
プ
の
宿
・
森
つ
べ
つ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

好
天
の
下
、
ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
町
内
の

芸
能
・
音
楽
愛
好
団
体
な
ど
が
日
替
わ
り
で
演
奏
す

る
森
の
音
楽
会
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
、
各
種
体
験
、
ツ

リ
ー
イ
ン
グ
な
ど
様
々
な
催
し
が
二
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

ク
リ
ン
ソ
ウ
の
可
憐
な
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
た
散

策
路
で
は
、
家
族
連
れ
や
観
光
客
が
思
い
思
い
に
森

林
浴
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第

回
ク
リ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
開
催

12
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た

▲クリンソウが咲く散策路

▲ノンノの森DE遊ぼう～各種体験

▲森の音楽会 「ホラネロ」の演奏

▲郷土芸能・山鳴太鼓保存会の演奏

赤
い
羽
根
・
北
海
道
共
同
募
金
会
助
成
事
業
に

よ
る
津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
車
両
寄
贈

が
あ
り
、
６
月

日
、
同
協
議
会
前
で
贈
呈
式
が

１４

行
わ
れ
ま
し
た
。

津
別
町
共
同
募
金
委
員
会
・
大
東
勲
会
長
か
ら

ニ
ッ
サ
ン
セ
レ
ナ
（
８
人
乗
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ

ゴ
ン
）
の
レ
プ
リ
カ
キ
ー
を
手
渡
さ
れ
た
社
会
福

祉
協
議
会
・

原
田
英
機
会

長
は
、「
こ
の

よ
う
な
立
派

な
車
を
い
た

だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
移

送
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
活
用

し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と

お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し

た
。

北
海
道
共
同
募
金
会
助
成
事
業

社
会
福
祉
協
議
会
に
車
両
寄
贈

戦
没
者
を
慰
霊
し
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
す
る
「
殉
公
者
追
悼
式
」
が
、
６
月

日
、
津
別

15

町
平
和
の
碑
広
場
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
列
者
に
よ
る
黙
祷
、
国
歌
斉
唱
に
続
い
て
、
式

典
委
員
長
の
佐
藤
多
一
町
長
が
式
辞
を
述
べ
、「
平
和

を
希
求
す
る
思
い
は
世
界
共
通
で
す
が
、
今
も
テ
ロ

や
紛
争
が
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
は
先
の
大
戦
か
ら

学
ん
だ
経
験
を
生
か
し
、
世
界
平
和
の
た
め
に
積
極

的
な
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
紛

争
解
決
を
訴
え
ま
し
た
。

来
賓
の
方
た
ち
に
よ
る
慰
霊
の
辞
の
後
、
参
列
者

全
員
が
平
和
の
碑
前
で
献
花
を
行
い
、
鎮
魂
の
祈
り

を
捧
げ
ま
し
た
。

恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

殉
公
者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

ミ
ズ
ナ
ラ
倶
楽
部
に
参
加
の
畑
山
さ
ん
が

歳
に

99

町
長
や
倶
楽
部
の
仲
間
が
白
寿
の
お
祝
い

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
通
所
型
介
護
予
防
事
業

『
ミ
ズ
ナ
ラ
倶
楽
部
』
に
参
加
し
て
い
る
畑
山
ツ
ル

子
さ
ん
が

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
5
月

日
、

99

30

仲
間
や
ス
タ
ッ
フ
が
白
寿
を
祝
う
会
を
開
き
ま
し

た
。週

に
一
度
、
津
別
小
学
校
の
教
室
で
行
わ
れ
て

い
る
同
倶
楽
部
で
は
、
手
工
芸
や
ゲ
ー
ム
、
軽
い

体
操
な
ど
に

よ
り
、
運
動

機
能
向
上
と

介
護
予
防
を

支
援
し
て
い

ま
す
。

お
祝
い
の

席
に
は
佐
藤

町
長
も
駆
け

つ
け
、
参
加

者
か
ら
の
心

の
こ
も
っ
た

寄
せ
書
き
を

贈
呈
し
ま
し

た
。

映
像

情
報
発
信

DE

の
ス
ス
メ

静岡県出身。東京でテレビ番組
のADを経験後、千葉県船橋市で
映像制作会社を起業。二児の父。

立立川立川 彰彰

今
の
情
報
社
会
は
、
人
類

が
西
暦
2
0
0
0
年
ま
で
数

万
年
か
け
て
蓄
積
し
た
情
報

量
を
、
1
日
で
生
み
出
す
と

言
わ
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
で
世
界
は
つ
な
が

り
、
誰
で
も
情
報
発
信
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

時
代
に
映
像
を
使
い
、
情
報

を
発
信
す
る
と
い
う
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

⃆

昨
年
6
月
1
日
に
協
力
隊

の
辞
令
を
受
け
て
か
ら
一
年
。

「
道
東
テ
レ
ビ
」
と
い
う
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
映

像
メ
デ
ィ
ア
を
立
ち
上
げ
、

約
1
4
0
本
の
動
画
を
公
開
。

再
生
回
数
は
述
べ

万
回
を

35

超
え
た
。
町
民
主
役
の
生
放

送
、
町
お
こ
し
応
援
番
組
「
つ

べ
ら
な
い
話
」
も
毎
月
一
回
、

基
本
的
に
第
一
日
曜
日

時
19

分
か
ら
配
信
し
、
い
つ
も

30

賑
や
か
に
放
送
し
て
い
る
。

町
の
広
報
番
組
「
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス
つ
べ
つ
」
の
制
作
も

開
始
し
、
町
内
の
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
（
映
像
看
板
）
で

配
信
も
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

見
て
く
れ
る
人
を
増
や
し
た

い
。
さ
ら
に
月
に
一
度
、
さ

ん
さ
ん
館
で
映
像
制
作
教
室

も
始
め
た
。
半
年
か
け
て
映

像
作
品
を
一
人
一
作
品
作
る

（
ち
な
み
に
一
回
目
の
課
題
は

大
切
な
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
撮
影
す
る
事
）。

二
年
目
か
ら
は
、
こ
の
モ

デ
ル
を
近
隣
市
町
村
に
も
広

め
、
面
で
の
取
り
組
み
に
し

て
い
く
予
定
だ
。
情
報
が
溢

れ
る
世
界
だ
か
ら
こ
そ
、
意

味
の
あ
る
映
像
を
こ
れ
か
ら

も
制
作
し
て
い
き
た
い
。
応

援
し
て
く
れ
る
皆
様
、
家
族

に
感
謝
し
た
い
。

さ
ん
さ
ん
館
、
津
別
病
院
、
あ
い

お
い
道
の
駅
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
を
設
置
し
ま
し
た
。

町
民
や
観
光
客
向
け
に
、
暮
ら
し

の
情
報
や
企
業
情
報
、
観
光
情
報
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
津
別
町
の
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
企
画
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1
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（
内
線
2
1
5
）

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置
し
ま
し
た
！

※
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の

電
子
的
な
表
示
機
器
を

使
っ
て
、
情
報
を
発
信
す

る
シ
ス
テ
ム
。

水
中
エ
ア
ロ
ビ
教
室
参
加
者
大
募
集
！

日

程

７
月
７
日
～
８
月
４
日

毎
週
金
曜
日
（
全
５
回
）

時

間

：

～

：

１９

３０

２０

３０

場

所

温
水
プ
ー
ル
す
い
む

参
加
料

無
料
（
各
自
保
険
加
入
）

対
象
者

町
内
の
成
人

定

員

名
３０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
央
公
民
館
内

生
涯
学
習
課

緯

室
２
７
１
３

７６
▲

平
和
の
碑
の
前
で
献
花
す
る
追
悼
式
参
加
者

▲

社
会
福
祉
協
議
会
・
原
田
会
長
（
左
）
と
、

津
別
町
共
同
募
金
委
員
会
・
大
東
会
長



食事はよく噛んで食べましょう

津別町国保の健診のデータから、食事を食べ
るのが早いという結果が出ています。
皆さん、忙しく時間の無いなかで食事をして
いるのでしょうが、ほんの少し時間をかけて、
よく噛んで食事しませんか？

《よく噛むことの利点》ひみこのはがいーぜ

ひ：肥満を防ぐ

み：味覚が発達する

こ：言葉や発音がはっきりする

の：脳が活性化する

は：歯の健康を守る

が：がんを予防する

い：胃腸の働きを助ける

ぜ：全身の体力を向上する

こ
の
春
、
高
校
を
卒
業
し
、
4
月
か

ら
津
別
町
役
場
に
勤
務
し
て
い
る
、
新

人
職
員
の
高
橋
凱
さ
ん
。
総
務
課
管

財
グ
ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ
、
契
約
事
務

や
工
事
の
入
札
業
務
な
ど
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

小
清
水
町
出
身
の
高
橋
さ
ん
は
、
地

元
中
学
校
か
ら
小
清
水
高
校
に
進
み
、

野
球
部
で
活
躍
し
ま
す
。
３
年
の
進

路
指
導
の
際
に
、
地
域
に
役
立
つ
仕
事

と
し
て
公
務
員
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
町
村
職
員
採

用
資
格
試
験
の
受
験
を
決
意
。
一
次

試
験
合
格
後
、
津
別
町
役
場
へ
の
就
職

を
志
望
し
た
の
は
、
野
球
部
で
津
別
高

校
と
連
合
チ
ー
ム
を
組
み
、
練
習
で
何

度
か
訪
れ
る
な
ど
、
津
別
に
な
じ
み
が

あ
っ
た
こ
と
が
理
由
の
ひ
と
つ
で
し

た
。現

在
は
先
輩
・
上
司
の
指
導
の
下
、

様
々
な
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、「
し
っ
か
り
仕
事
を
覚

え
、
自
分
の
も
の
に
し
て
、
地
域
に
貢

献
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
抱
負
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

趣
味
は
、
今
も
町
内
の
チ
ー
ム
で
続

け
て
い
る
野
球
と
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
中
継
を
見
る
こ
と
。

仕
事
を
し
っ
か
り
覚
え
て
地
域
に
貢
献
し
た
い

高
橋

凱

さ
ん

たかはし がいさん／平成10年７月生まれ、津別町役

場勤務

野菜を食べよう、1日 350ｇ！

野菜を知ろう：先月の野菜はキャベツでした。今月は豆

と野菜の良いところを合わせもっている野菜です。グ

ルタミン酸が多く、脳の機能を高めます。完熟すると豆をとります

が、未熟なものをさやごと食べます。この野菜はわかりますか？

「
農
機
具
作
り
の
ア
イ
デ
ア
を
考
え

始
め
る
と
、
眠
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」
と
、
仕
事
に
打
ち
込
ん
だ
日
々

を
振
り
返
る
寳
里
敏
明
さ
ん
。
鍛
冶
・

鉄
工
職
人
、
ま
た
工
場
の
代
表
と
し
て

長
く
農
機
具
作
り
に
励
み
、
津
別
の
み

な
ら
ず
道
内
の
農
業
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

佐
呂
間
町
出
身
の
寳
里
さ
ん
は
、
中

学
を
卒
業
す
る
と
知
人
の
紹
介
で
活

汲
の
五
味
農
機
に
勤
め
ま
す
。
昭
和

年
代
は
馬
が
農
耕
に
欠
か
せ
な
い

３０時
代
で
、
馬
に
引
か
せ
る
農
機
具
を
製

作
す
る
鉄
工
所
が
町
内
に
何
軒
か
あ

り
ま
し
た
。
寝
具
一
式
だ
け
持
参
し
、

住
み
込
み
で
働
き
始
め
た
職
人
の
世

界
は
厳
し
く
、
ぼ
や
ぼ
や
し
て
い
る
と

親
方
か
ら
物
が
飛
ん
で
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

職
人
と
し
て
経
験
を
積
み
、
鍛
造
技

術
な
ど
を
習
得
し
た
寳
里
さ
ん
は
、
農

家
の
要
望
に
応
じ
て
様
々
な
農
機
具

を
製
作
し
ま
す
。
特
に
苦
心
し
た
の

は
回
転
式
ハ
ロ
ー
と
呼
ば
れ
る
馬
が

引
く
砕
土
機
で
、
一
台
に
１
０
０
本
以

上
の
鍛
造
鉄
棒
を
装
着
す
る
手
間
の

か
か
る
も
の
で
し
た
。

多
忙
期
に
は
朝
５
時
か
ら
仕
事
場

に
出
て
い
た
と
い
う
寳
里
さ
ん
の
、
仕

事
後
の
楽
し
み
は
映
画
で
し
た
。
活

汲
か
ら
国
鉄
相
生
線
で
津
別
の
市
街

地
に
出
か
け
、
町
内
に
２
館
あ
っ
た
映

画
館
で
時
代
劇
な
ど
を
よ
く
観
た
そ

う
で
す
。「
映
画
が
終
わ
る
と
津
別
駅

前
に
あ
っ
た
食
堂
で
一
杯
飲
み
、
終
列

車
で
帰
る
の
が
い
つ
も
の
コ
ー
ス
で

し
た
」
と
若
き
日
を
懐
か
し
み
ま
す
。

昭
和

年
、
縁
あ
っ
て
町
内
在
住
の

37

道
子
さ
ん
と
所
帯
を
持
っ
た
寳
里
さ

ん
は
、
ま
す
ま
す
仕
事
に
励
み
、
や
が

て
先
代
か
ら
工
場
経
営
を
任
さ
れ
る

ま
で
に
な
り
ま
す
。
農
業
用
ハ
ウ
ス

や
玉
ね
ぎ
の
選
別
機
な
ど
の
製
作
に

取
り
組
み
、
近
隣
市
町
か
ら
も
多
く
の

引
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
団
員
と
し
て
長
く
活
動

し
、
第
二
分
団
分
団
長
を
平
成

年
ま

１６

で
務
め
ま
す
。
平
成

年
に
は
、
津
別

２７

消
防
団
１
０
０
年
記
念
表
彰
に
お
い

て
勤
続

年
以
上
の
消
防
功
労
表
賞

３０

を
受
け
る
な
ど
、
地
域
貢
献
に
も
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

『
昼
間
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
銀
行
に
行

け
な
い
』『
い
つ
も
納
付
書
を
な
く
し
て

し
ま
う
』
等
の
方
は
、
口
座
振
替
の
ご
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
手
続
き
さ
え
済

ま
せ
て
お
け
ば
、
預
金
口
座
か
ら
自
動
で

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
納
期

ご
と
に
金
融
機
関
に
行
か
な
く
て
済
み

ま
す
。

手
続
き
は
、
町
内
金
融
機
関
窓
口
に
て
、

通
帳
と
印
鑑
を
持
参
の
上
「
町
の
税
金
の

口
座
振
替
を
し
た
い
」
と
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

現
金
で
納
税
し
た
い
方
は
、
北
見
信
用

金
庫
、
網
走
信
用
金
庫
、
津
別
町
農
業
協

同
組
合
、
北
洋
銀
行
、
北
海
道
内
全
て
の

郵
便
局
及
び
津
別
町
役
場
で
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
金
融
機
関
窓
口
が
閉
ま
っ
た
後

で
も
、
津
別
町
役
場
の
窓
口
は
午
後
５
時

分
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

１５ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
す
す
め

ほうり としあきさん／昭和14年５月、佐呂間町生ま

れ／78歳／活汲在住

さ
ん

寳
里

敏
明

農
機
具
作
り

年
５０

【471】

問い合わせ先 税務収納グループ 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）

◎
７
月
は
「
固
定
資
産
税
」
「
国
民
健

康
保
険
税
」
「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
」
第
２
期
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
７
月

日
（
月
）
で
す
。

31

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
引

落
口
座
の
残
高
の
ご
確
認
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

食物学習グループ活動
メンバー募集中！【 】

５月から食物について学習するグ

ループ活動をしています。

第２回目は７月２７日（木）午後１

時30分から３時まで、町民会館で行

います。内容は『話題の食材』につ

いてです。奇数の月に９０分程度、学

習しませんか？

申し込み先

保健福祉課健康推進担当浦番窓口

緯76－2151（内線231）



平
成

年
度
は「
組
織
で
進
め
る

２９

安
全
管
理

み
ん
な
で
取
り
組
む

安
全
活
動

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う

安
全
文
化
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
７

月
１
日
～
７
日
ま
で
の
期
間
を
本

週
間
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に

お
い
て
経
営
ト
ッ
プ
の
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
、
労
働
者
の
安
全
意
識
の
高

揚
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準

監
督
署
安
全
衛
生
課

緯
０
１
５
７
室

室
７
４
０
６

２３

網
走
地
方
気
象
台
で
は
「
自
由
研

究
に
ピ
ッ
タ
リ
！

お
天
気
ひ
ろ
ば

網
走
」
と
題
し
て
、
施
設
見
学
会

inを
開
催
い
た
し
ま
す
。

天
気
予
報
発
表
現
場
の
見
学
、

気
象
観
測
機
器
の
展
示
、
地
震
・
津

波
・
火
山
や
気
象
に
関
す
る
パ
ネ
ル

の
展
示
、
色
々
な
体
験
型
実
験
、
南

極
の
氷
の
展
示
、
南
極
観
測
隊
員
の

防
寒
着
試
着
・
記
念
撮
影
等
、
盛
り

沢
山
の
内
容
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。。

日

時

７
月

日（
土
）

２９

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

場

所

網
走
地
方
気
象
台

（
網
走
市
台
町
２
丁
目
１
‐
６
）

※
入
場
無
料
・
事
前
申
し
込
み
不

要
・
駐
車
場
あ
り
。

そ
の
他

雨
天
で
も
実
施

し
ま
す
が
、
重
大
な
災

害
の
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
は
、

当
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

網
走
地
方
気
象
台

業
務
・
危
機
管
理
官

緯
０
１
５
２
室

室
６
８
９
１

44

平
成

年
度
の
北
海
道
心
身
障

２９

が
い
者
総
合
相
談
所
の
巡
回
相
談

が
行
わ
れ
ま
す
。

通
常
は
札
幌
の
相
談
所
で
し
か

行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
近
隣
で
相
談
で

き
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
７
月

日
２６

（
水
）
ま
で
に
役
場
の
福
祉
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
対
象
者

臼

歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
で

１８電
動
車
い
す
等
の
直
接
判
定
を

要
す
る
補
装
具
の
交
付
を
希
望

す
る
方

渦

歳
以
上
の
知
的
障
が
い
者
で

１８療
育
手
帳
の
新
規
又
は
再
判
定

を
希
望
す
る
方

嘘
そ
の
他
、
専
門
的
判
定
を
必
要

と
す
る
方

開
催
日
程

８
月

日（
火
）・

日（
水
）

２９

３０

場

所
網
走
市
総
合
福
祉
会
館

※
次
回
開
催
予
定

月

日（
火
）・

月
１
日（
水
）

１０

３１

１１

北
見
市
総
合
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ
福
祉
担
当

緯

室
２
１
５
１

７６
（
内
線
２
３
４
）

網走地方気象台ホームページ
http://www.jma-net.go.jp/abashiri/

７
月

日
は

13

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
で
す

住民企画課

住民環境

グループ

北
海
道
心
身
障
が
い
者
総
合

相
談
所
の
巡
回
相
談
を
実
施

６
月
中
旬
ま
で
に
平
成

年
29

度
分
の
納
税
通
知
書
（
町
道
民

税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

の
発
送
を
す
べ
て
終
え
て
い
ま

す
。昨

年
ま
で
納
税
通
知
書
が
送

付
さ
れ
て
い
た
の
に
、
ま
だ
手
元

に
届
い
て
い
な
い
方
や
不
明
な

点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

税
務
収
納
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

７６

税
務
担
当（
内
線
２
２
０
、
２
２
１
）

収
納
担
当（
内
線
2
1
8
）

⃈
社
会
保
険
へ
の
加
入
や
転
出

な
ど
、
国
保
の
資
格
を
喪
失
し

た
場
合
は
、
津
別
町
国
保
の
保

険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

無
効
な
保
険
証
を
使
用
し
た

場
合
は
、
後
日
、
医
療
費
（
保

険
適
用
分
）
を
返
還
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⃈
就
職
な
ど
で
保
険
証
が
切
り

替
わ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
医
療

機
関
の
窓
口
へ
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

⃈
保
険
証
は
受
診
の
た
び
に
必

ず
提
示
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ
国
保
担
当

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
２
８
）

７６
障
害
基
礎
年
金
の
所
得
状
況

届
が
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付

さ
れ
ま
す
。

こ
の
所
得
状
況
届
は
、
引
き
続

き
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も

の
で
、
毎
年
７
月
末
ま
で
に
役
場

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
（
提
出
さ
れ
な
い
時
は
、
年
金

の
支
給
が
一
時
停
止
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

ま
た
、
障
が
い
の
程
度
を
確
か

め
る
必
要
の
あ
る
方
に
つ
い
て

は
、
診
断
書
の
用
紙
が
同
封
さ
れ

ま
す
。
７
月
中
に
病
院
で
受
診

し
、
医
師
の
記
入
を
受
け
て
か
ら
、

役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
状
況
届
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

役
場

戸
籍
・
年
金
担
当

緯

室
2
1
5
1

76

（
内
線
2
2
2
・
2
2
3
）

問
い
合
わ
せ
先

北
見
年
金
事
務
所

緯
0
1
5
7
室

室
6
0
0
8

33

原
野
商
法
の
二
次
被
害
に
注
意
！

電
話
で
「
あ
な
た
が

年
前
に

３５

購
入
し
た
土
地
を
欲
し
い
人
が
い

る
」
と
言
わ
れ
、
担
当
者
が
来
訪

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
現
地
を

調
査
す
る
前
に
、
費
用
と

し
て

万
円
が
必
要
」
と

３５

言
わ
れ
た
が
信
用
し
て
い

い
か
。

過
去
に
原
野
商
法
の
被

害
に
あ
っ
た
消
費
者
に
対

し
て
、
ほ
と
ん
ど
価
値
の

な
い
山
林
や
原
野
を
将
来
値
上
が

り
す
る
か
の
よ
う
に
偽
り
、
調
査

費
、
名
義
変
更
料
等
の
理
由
で
費

用
を
請
求
す
る
二
次
被
害
で
す
。

土
地
の
売
買
が
で
き
る
の
は
、

宅
地
建
物
取
引
業
者
だ
け
で
す
。

相
手
は
言
葉
巧
み
な
の
で
、
セ
ー

ル
ス
ト
ー
ク
の
具
体
的
な
根
拠
や

契
約
内
容
に
つ
い
て
書
面
で

説
明
を
求
め
、
自
分
や
家
族

の
目
で
土
地
の
現
況
や
登
記

情
報
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

迷
っ
た
り
困
っ
た
と
き
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

QA

町
税
の
納
税
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

自
由
研
究
に
ピ
ッ
タ
リ
！

お
天
気
ひ
ろ
ば

網
走
開
催

in

第

回
全
国
安
全
週
間
が

９０
実
施
さ
れ
ま
す

障
害
年
金
の
所
得
状
況
届

は
７
月
末
ま
で
に

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

７
月
に
な
り
、
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー

の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
交

通
量
が
増
加
す
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
最
近
、
一
時
停
止
や
信
号

を
無
視
し
た
車
が
、
道
路
を
横
断

す
る
歩
行
者
と
接
触
す
る
と
い
う

事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
す
。
車

を
運
転
す
る
際
は
、
歩
行
者
の
横

断
を
予
測
し
た
運
転
を
心
が
け
、

歩
行
者
は
「
車
が
止
ま
っ
て
く
れ

る
だ
ろ
う
」
で
は
な
く
、
安
全
確

認
を
常
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
７
月

日
（
木
）
は
飲

13

酒
運
転
根
絶
の
日
で
す
。「
飲
酒

運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許

さ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

自
主
的
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
道

民
の
責
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
の

社
会
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

・
飲
酒
運
転
を
し
な
い

・
飲
酒
が
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る

・
道
の
施
策
に
協
力
す
る

・
飲
酒
運
転
を
し
て
い
る
人
に
対

す
る
制
止
に
努
め
る

・
飲
酒
運
転
を
発
見
し
た
場
合
等

に
警
察
官
へ
の
通
報
に
努
め
る

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

夏休みにおける少年の非行・犯罪被害防止と有害環境の浄化

考えて 大切な 自分の未来
ྔ̧͉֨ๆऻ 万引きをすることはもちろん、万引きの

見張りをする、万引きを命令する、盗んだ物をもらう・

買うことは自分が万引きしていなくても犯罪になります。

̹̭͉͊๱行のව࢛ͤ

たばこは、ゲートウェイドラッグ（入門薬物）と言わ

れています。その結果、覚せい剤等の違法薬物や危険ド

ラッグに手を出してしまうこともありますので、未成年

のうちからたばこは絶対に吸わないようにしましょう。

ͼϋΗーΥΛΠ͉̦ͅࡏܓいっ͋い

インターネットは相手の名前や顔が分からない分、恐

ろしい犯罪や罠が潜んでいます。出会い系サイトやゲー

ムサイト、コミュニティサイトなどを通じて、犯罪被害

や性的被害に遭う人が後を絶ちません。インターネット

サイト上で知り合った相手とは絶対会ってはいけません。

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ 全全全全全全全全全全全 ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ーーーーーーーーーーー ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ

インターネットを利用した定例会の録

画配信を行っています。

定例会の模様は会議終了後、１週間前後

で配信する予定です。

町のホームページにアクセスしてご覧

ください。

＜津別町ホームページ＞

http://www.town.tsubetsu.

hokkaido.jp/

※トップページ左側のボタン

議会インターネット中継 をクリック

問い合わせ先

議会事務局 緯76－２１５１（内線２66）

議会の録画配信を
行っています

問い合わせ先
住民企画課 住民環境グループ
緯76－2151（内線216）

７月11日（火）～20日（木）

○飲酒運転や居眠りなどの観光・

レジャー型の交通事故防止

○子供と高齢者の交通事故防止

○自転車・二輪車の交通事故防止

○全ての座席のシートベルトと

チャイルドシートの正しい着用

運 ൲ の ਹ ത

全道
統一行動日

７月11日（火）
セーフティ
コール



現
在
の
振
込
め
詐
欺
は
手
口
が
巧
妙
化
し
、

被
害
者
役
、
加
害
者
役
、
弁
護
士
役
、
警
察

官
役
な
ど
、
複
数
の
者
が
役
割
分
担
を
し
非

日
常
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
引
き
ず
り
込
み
、

冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い
ま
ま
お
金
を
引
き

出
さ
せ
る
の
で
す
。

一
度
被
害
に
遭
う
と
、
そ
の
情
報
履
歴
が

他
の
悪
徳
詐
欺
業
者
に
も
渡
り
、
２
度
目
３

度
目
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
狙
わ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

特
殊
詐
欺
は
ひ
と
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
自
分
は
だ
ま
さ
れ
な
い
」
と
い
う
過
信
は
禁

物
で
す
！

日
頃
か
ら
ご
家
族
で
防
犯
対
策

を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

【
特
殊
詐
欺
と
は
？
】

面
識
の
な
い
不
特
定

多
数
の
者
に
対
し
、
電

話
や
そ
の
他
の
通
信
手

段
を
用
い
て
現
金
等
を

だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
総

称
で
す
。

ↁ
↿
ↁ
↿
詐
欺

息
子
や
孫
を
装
っ
て
電
話
を
か
け
、「
鞄

を
な
く
し
た
」「
会
社
の
お
金
を
使
い
込
ん

だ
」
な
ど
を
理
由
に
現
金
を
振
り
込
ま
せ
た

り
、
警
察
官
、
弁
護
士
の
名
を
か
た
り
「
個

人
情
が
漏
れ
て
い
る
」
な
ど
と
し
て
、
口
座

か
ら
現
金
を
引
き
出
さ
せ
た
り
、
自
宅
に
来

て
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
だ
ま

し
取
る
手
口
も
あ
り
ま
す
。

慌
て
た
状
態
で
自
分
ひ
と
り
で
判
断
す
る

の
は
大
変
危
険
で
す
。
必
ず
本
人
や
家
族
に

連
絡
を
と
っ
て
事
実
確
認
を
し
、
現
金
は
手

渡
し
で
渡
さ
ず
、
す
ぐ
に
役
場
や
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ط
ߗ
୏
ݥ
詐
欺

郵
便
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
等
を

利
用
し
て
「
サ
イ
ト
の
利
用
料
が
未
納
で
す
」

「
名
義
だ
け
貸
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
利
用
料
金
、

退
会
費
用
、
裁
判
費
用
な
ど
を
名
目
に
架
空

の
料
金
を
請
求
し
だ
ま
し
取
る
手
口
。
電
子

マ
ネ
ー
で
支
払
い
を
求
め
る
手
口
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
自
分
か
ら
相
手
に
連
絡
し
た
り

せ
ず
、
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
応
じ
ず

無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

ဏ
঩
༗
બ
߄
詐
欺

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
電
話
な
ど
を
利
用

し
て
金
融
業
者
に
な
り
す
ま
し
、「
支
払
っ

た
額
が
返
っ
て
き
ま
す
」「
融
資
を
受
け
る
た

め
の
保
証
金
、
事
務
費
が
必
要
で
す
」
な
ど

と
、
実
際
に
は
融
資
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
金
を
口
座
に
振
り
込
ま
せ
る
な
ど
の

方
法
に
よ
り
だ
ま
し
取
る
詐
欺
。
お
金
を
借

り
る
の
に
保
証
金
を
払
う
の
は
詐
欺
を
疑
い

ま
し
ょ
う
。

ۺ
ັ
߄
詐
欺

電
話
を
利
用
し
、
市
町
村
や
社
会
保
険
事

務
所
の
職
員
を
装
い
「
払
い
す
ぎ
た
お
金
を

還
付
し
ま
す
」
と
A
T
M
ま
で
誘
導
し
、
携

帯
で
指
示
を
し
て
操
作
さ
せ
、
被
害
者
が
気

づ
か
な
い
よ
う
に
犯
人
の
使
用
す
る
口
座
に

現
金
を
振
込
ま
せ
る
手
口
で
す
。
公
共
機
関

か
ら
電
話
を
し
て
A
T
M
で
操
作
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
機
関
な
ど

の
職
員
、
警
察
官
な
ど
を
名
乗
っ
て
も
必
ず

電
話
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
窓
口
】

お
金
が
絡
む
電
話
に

は
一
人
で
対
応
せ
ず
、

お
金
を
支
払
う
前
に
家

族
や
友
人
、
役
場
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
、
警
察

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
役
場

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
５
８
）

７６

・
美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯

室
０
３
６
６

７２
月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
〈
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
〉

緯
１
８
８
（
局
番
な
し
）

土
日
祝
日
相
談

午
前

時
～
午
後
４
時

１０

（
年
末
年
始
等
を
除
く
）

※
役
場
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
が
開
所
し

て
い
な
い
場
合
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
電

話
が
つ
な
が
り
ま
す
（
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
、
一

部
の
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
）。

⃁
⃁
津
別
町
か
ら
の
お
知
ら
せ
⃁
⃁

⃈
消
費
生
活
出
前
講
座

悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
よ
る

消
費
者
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
出
前
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
場
所
に
講
師
が
出
向

き
、
消
費
生
活
に
関
す
る
お
話
を
し
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
や
自
治
会
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
で

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
講
師
は
美
幌
町

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
消
費
生
活
相
談
員
。
費

用
は
無
料
で
す
。

⃈
賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め
の
連
続
講
座

札
幌
か
ら
講
師
を
招
き
、
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商

法
や
詐
欺
事
件
の
被
害
防
止
を
図
る
た
め
、

最
新
の
被
害
傾
向
や
対
処
法
な
ど
、
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
知
識
を
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
平
成

年
度
は
２
回

２９

予
定
し
て
お
り
、
第
１
回
目
は
８
月

日
２６

（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
５
８
）

７６

『
特
殊
詐
欺
』
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

道
内
で
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
内
で
も
役
場
職
員
を
名

乗
る
詐
欺
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
な
ど
、
様
々
な
事
例
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

津別町における平成28年１月から12月までに締結

（公告）された賃貸借における賃借料水準（円／10些当

たり）は、以下のとおりとなっています。

・データ数は、集計に用いた件数です。

・金額は、算出結果を四捨五入し、100円単位としています。

・『（参考）津別町平均額』は、各区分の集計に用いた全賃借

料データの平均です。

問い合わせ先 農業委員会事務局 緯76－2151

津別町農地賃借料を公表します

データ数最低額最高額平均額地 区

東岡

活汲・岩富・達美

最上

高台・豊永

美都・上里

共和

恩根・栄・双葉

沼沢・本岐・木樋・二又

大昭・布川・相生

（参考）津別町平均額

5,000 5,000 5,000 1

7,600 10,000 5,000 5

7,900 8,000 7,600 3

8,900 10,000 8,000 5

6,200 7,000 5,000 7

6,300 10,000 3,000 9

8,000 8,000 8,000 1

3,100 6,600 2,000 5

5,500 7,500 2,000 7

6,200 43

津別町の観光最前線を体験
現在インターネットで公開中！ 町のHPをご覧ください

近すぎて、意外と未体験の方も多いのではないでしょうか。今回は、

町の観光最前線として、大人気の津別峠の雲海を見ながら大自然の奇跡を紐解いていく雲海ツアー、さらに

上里地区にある道内唯一の森林セラピー基地での森林セラピーを職員が体験し、レポートしています。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!!詳しくは役場住民企画課まで》

職職員がレポーターに挑職員がレポーターに挑戦戦
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この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信

（月1回）することで、町民の町づくりへの参加

促進、移住・定住の促進、ふるさと納税の拡大を

図り、町づくりの記録を残すことで、10年後20

年後の町民への財産とします。

完成した映像は、町のWebサイトに埋め込ま

れる他、道東テレビでも公開いたします。

※この番組は、ふるさと納税の寄附金により制作しています。

問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線215）

૧ࢵĳı඾࠮ྀ

「筆界特定制度」は、土地が登記された際にその

土地の範囲を区画した線（筆界）について、現地

における位置を特定する制度です。「筆界」は、所

有権の範囲を画する線という意味を除いて、一般

的にいう「境界」と同じ意味で用いられています。

お隣の土地との境界について、その位置の認識

が互いに違い困っている等、事案によっては「筆界

特定制度」を利用して解決できるかもしれません。

詳しくは、最寄の法務局までお問い合わせくだ

さい。なお、同制度に関するＱ＆Aは、法務局

ホームページ

http://houmukyoku.moj.go.jp/homu2/

static/hikkaiTop.html

にも掲載しています。

問い合わせ先

釧路地方法務局登記部門筆界特定室

緯０１５４－31－５０２７

釧路地方法務局北見支局

緯０１５７－23－６１６０

ごం౶です̥ȉ ຊٮඅ೰ଷഽ



５月８日から５月１８日にかけて津別町

内の一部地域、計916戸を訪問し、住

宅用火災警報器の設置調査を実施しま

した。その結果、設置済みの住宅が83.2％

でした。ご協力ありがとうございました。

住宅用火災警報器の普及により逃げ遅れによる

死亡者数が減少しています。未設置のご家庭は、

住宅用火災警報器の設置をお願いします。

また、設置から１０年以上経過している場合は、

本体内部の電子部品の劣化が考えられるため、本

体を交換することが望ましいです。電池切れの警

報や異常警報が出たら、交換時期です。

住宅用火災警報器から下がってい

るひもを引く、又はボタンを押すな

どして定期的に点検して下さい。

《
介
護
保
険
施
設
の
居
住
費
及
び
食
費
の
減
額
申
請
》

介
護
保
険
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に
入
所
、
ま
た

は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
居
住
費
、

食
費
負
担
額
の
減
額
認
定
期
間
が
７
月

日
で
満
了
す

３１

る
こ
と
に
伴
い
、
８
月
１
日
か
ら
の
減
額
認
定
の
更
新

手
続
き
及
び
新
規
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
来
自
己
負
担
と
な
る
介
護
保
険
施
設
で

の
居
住
費
と
食
費
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）
に
つ

い
て
、
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
を
対
象
に
負
担
の
軽

減
を
図
る
も
の
で
す
。
な
お
、
減
額
認
定
は
、
申
請
の

あ
っ
た
月
の
初
日
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

負
担
軽
減
の
基
準
【
平
成

年
８
月
よ
り
】

２７

申
請
書
の
添
付
書
類
と
し
て
、

金
融
機
関
へ
の
照
会
に
対
す
る

同
意
書
、
預
貯
金
通
帳
等
の
写
し

が
必
要
と
な
り
、
町
は
必
要
に
応

じ
て
銀
行
等
に
口
座
情
報
の
照

会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
不
正
受

給
し
た
際
は
、
加
算
金
が
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
月
々
の
負
担
の
上
限（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
基
準
）

が
変
わ
り
ま
す
》…
平
成

年
８
月
か
ら
実
施

２９

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
お
支
払
い
い
た

だ
く
利
用
者
負
担
に
は
月
々
の
負
担
の
上
限
額
が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
ヵ
月
に
支
払
っ
た
利
用
者
負
担
の

合
計
が
負
担
の
上
限
を
超
え
た
と
き
は
、
超
え
た
分
が

払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

【
今
回
の
改
正
】

同
じ
世
帯
の
ど
な
た
か
が
町
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
か
。

・
い
る
場
合

３
万
７
２
０
０
円
（
月
額
）

→
４
万
４
４
０
０
円
（
月
額
）
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
左
記
の
臼
と
渦
の
両
方
に
該
当
す
る
方
は
、

年
間
上
限
の

万
６
４
０
０
円
（
３
万
７
２
０
０
円
×

４４

ヵ
月
）
を
適
用
【
新
設
】
し
ま
す
。

１２臼
同
じ
世
帯
の
全
て
の

歳
以
上
の
方
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

６５

利
用
し
て
い
な
い
方
を
含
む
）
の
利
用
者
負
担
割
合
が
１
割

渦
世
帯
が
現
役
並
み
所
得
者
世
帯
※
に
該
当
し
な
い

※
同
じ
世
帯
に

歳
以
上
で
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
の
方
が

６５

お
り
、
同
じ
世
帯
の

歳
以
上
の
方
の
収
入
の
合
計
が
５
２
０
万

６５

円
以
上
（
単
身
の
場
合
は
３
８
３
万
円
以
上
）
で
あ
る
場
合
。

《
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す
》

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
対
象
者
の
方
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
負
担
割
合
を
記
載
し
た
介

護
保
険
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
所

得
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
に
サ
ー
ビ
ス
料
の
１
割
を
負
担

い
た
だ
い
て
ま
し
た
が
、
平
成

年
８
月
よ
り

歳
以

２７

６５

上
の
方
の
う
ち
、
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
に
は

サ
ー
ビ
ス
料
の
２
割
を
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
お
送
り
し
て
い
る
負
担
割
合
証
の
利
用
適
用
期
間

が
７
月

日
で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
８
月
１
日
か
ら
の
負

３１

担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

の
際
に
今
回
お
送
り
す
る
介
護
保
険
負
担
割
合
証
と
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
一
緒
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
所
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担
割
合
証
に
つ
い
て
は
８
月

以
降
各
自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
担
当
閏
番
窓
口

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
3
0
）
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問い合わせ先 自衛隊北見地域事務所 緯0157－23－6826

募集コールセンター（受付時間 12時～20時）

フリーダイヤル 錆0120－063－792

ナビダイヤル 緯0570－045－818（携帯電話） 問い合わせ先 津別消防署 緯７６－２１８９

一般社団法人日本消費者協会では、毎年１回１１月上旬に消

費啓発のための検定試験を行っています。

食の安全問題や悪質商法など、さまざまな消費者トラブルが

増える中、消費者自身が我が身を守るための知識を試す検定で

す。基礎コースと応用コースがあり、得点によって１級から５

級に認定されます。

消費者トラブルなどに対処するためにも、毎日の生活につい

て正しい知識を学び、身につけ、自立した消費者となれるよう

消費者力を磨きませんか。

消費者検定力に向けて、公式参考書が発刊されています。参

考書ご希望の方、受験のお問合せは下記までご連絡ください。

『消費者力検定受験対策テキスト』 2,160円

『消費者力検定ワークブック2017』 756円

※消費者行政推進事業の補助があります（先着５名まで）。

問い合わせ先 商工観光グループ 緯７６－２１５１（内線２５８）

消費者力を身につけよう！

７月のよろず相談 緯76－2151（内線216）

日時 ７月21日（金） 午後1時～3時

場所 林業研修会館１階図書室 相談委員 大場建男、福井全雅

心配ごと相談 緯76－1161

心配ごと相談は、社会福祉協議会で随時受付し、相談員との

日程を調整します。気軽にお問い合わせください。

よろず相談ɕ心配ごと相談のお知らせ

ೋ༆಴୒ාڰ൲ίυΐͿ·Πȸ˽̊̀ȹڰ൲༭࣬ ŏŰį˒

年間通して町内の青年たちが集い、話し合い、交流し、いろんな活動を展開しています

問い合わせ先

中央公民館生涯学習課 緯76－2713

＊平成２９年度も『ａｎｄ』をよろしくお願いします！！

５月１７日に行なった総会で、平成２８年度事業の反省及び平成２９年度事業方針が決まりました。平成２８年度

を振り返ると、毎年恒例の「出張サンタ」や「出張オニ」をはじめ、「こども広場」や「他町村の青年団体との交

流を目的とした運動会」など様々なイベントを開催しました。しかし、最近ではメンバー数が減少傾向であるた

め、今年度は初心に戻ってメンバー間の絆を深めるとともに、新規メンバーの加入にも力を入れて行きます！

僕たちは、なぜ青年活動をやっていると思いますか？ …そ

れは「楽しい」からです。活動を通じて色々な出会いがありま

す。人と人との出会いや新たな自分との出会いなど、それを活

力に活動を続けています。青年活動に興味がある方は、まずは

見学からでも良いので、いつでも連絡をお待ちしていますー♪

〈担当：械〉

Facebookを
チェック

新メンバー募集中！

消防で住宅用火災警報器や消火器を販売すること

はありません。悪徳業者には十分注意して下さい。

・町民税非課税
・配偶者も町民税非課税
（別世帯も含む）

所得

要件

預貯金等が一定額以下
単身世帯：1,000万円
夫婦世帯：2,000万円

資産

要件

介

護

保

険

制

度
の

お

知

ら

せ

▼付加年金の保険料は４００円

定額保険料に付加保険料をプラスして

納付すると将来受け取る老齢基礎年金に

付加年金が上乗せされます。

納めた付加保険料は、将来、付加年金

として２年間受け取るだけで取り戻せま

すから、３年目以降は「もらい得」にな

る大変お得な制度です。

▼いくら上乗せされるかというと…

付加年金の受領額（年額）

200円×付加保険料納付月数です。

例：付加保険料を10年間納付した場合

○付加保険料

400円×10年（120月）＝48,000円

○付加年金額（年額）

200円×10年（120月）＝24,000円

したがって、付加年金を２年間受領す

ると、納付した付加保険料総額と同額に

なるのです。

▼付加年金に加入できる人

国民年金の第１号被保険者と65歳未

満の任意加入被保険者です（国民年金基

金に加入中の方は加入できません）。

年金をお得に増やせます

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223


